
第
一
生
命
サ
ラ
っ
と
一
句
！
わ
た
し
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

サ
ラ
川
で
考
え
る「
職
場
の
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

生涯18250-01　2024年9月版

C25M90Y5K0

特設サイトでは様々な情報を公開しています。
サラ川小冊子シリーズは Web でもご覧いただけます。
サラ川特設サイト
https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html

サラ川最新情報はこちら
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は
じ
め
に

サ
ラ
川せ

ん
で
考
え
る
「
職
場
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

「
サ
ラ
っ
と
一
句
！
わ
た
し
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
（
略
し
て
サ
ラ
川
）」
は
、「
第
一
生
命
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」

と
し
て
１
９
８
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
36
年
、
働
き
方
改
革
、
育
児
や
介
護
の
両
立
支
援
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
人
々
の
働
き
方
は
多
様
化
し
、
労
働
環
境
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

昔
は
60
歳
ま
で
会
社
員
を
勤
め
上
げ
た
後
は
リ
タ
イ
ア
す
る
と
い
う
人
が
大
半
で
し
た
。
現
在
は
、
早
期
退
職

し
て
早
め
に
余
暇
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
る
方
や
、
定

年
延
長
を
選
択
し
た
方
な
ど
、
第
二
の
人
生
の
選
択
は
実
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
働
く
人
々
に
と
っ
て
は
、
一
日
24
時
間
の
う
ち
、
約
８
時
間
が
労
働
時
間
で
あ
り
、
生
活
の
約
３
分
の

１
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
事
業
者
が
講
ず
る
こ
と

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
長
期
化
す
る
職
業
生
活
の
中
で
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
※
」
に
働
き
続
け
る
こ
と

は
私
た
ち
の
人
生
の
目
標
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

働
き
方
改
革
も
進
み
、
快
適
に
働
け
る
職
場
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
今
、
国
や
企
業
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

本
誌
で
は
、
職
場
で
の
リ
ア
ル
な
心
情
、
日
常
の
小
さ
な
出
来
事
や
悩
み
を
川
柳
と
と
も
に
振
り
返
り
な
が
ら

働
く
人
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

※�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、「
幸
せ
で
満
ち
足
り
た
状
態
」
を
指
し
、
健
康
や
お
金
、
働
き
方
、
人
と
の
つ

な
が
り
な
ど
、
生
活
の
様
々
な
要
素
か
ら
成
り
立
つ
。

本誌に登場する働き方に関連する主な動き

1987年 週40時間制の段階的実施・フレックスタイム制の法定化（改正労働基
準法成立）

1989年 合計特殊出生率1.57ショック

1992年 育児休業制度の法制化（育児休業法施行）

1993年 パートタイム労働法制定

1997年 週40時間制の原則全面適用

1999年 介護休業制度の法制化（改正育児・介護休業法）/男女共同参画社会基
本法施行/「均等推進企業表彰」「ファミリーフレンドリー企業表彰」

2002年 時間外労働の制限（改正育児・介護休業法）

2003年 少子化社会対策基本法施行/次世代育成支援対策推進法施行

2005年 育児休業・介護休業の期間雇用者への適用（改正育児・介護休業法）

2007年 男女双方への差別禁止（改正男女雇用機会均等法）/「ワーク・ライフ・
バランス憲章」策定

2008年 正社員との格差の是正（改正パートタイム労働法）

2010年 所定外労働の制限（改正育児・介護休業法）

2013年
過労死が社会問題になる
厚生労働省がブラック企業を「若者の使い捨てが疑われる企業」と定義
し、長時間労働やパワハラ抑制などの対策を行う

2014年
過労死等防止対策推進法施行
労働安全衛生法の改正（2015年12月施行）
ストレスチェック制度の義務化

2015年 女性活躍推進法/働き過ぎ防止のための取組強化（日本再興戦略改訂）

2016年 働き方改革実現会議設置

2017年 働き方改革実行計画発表

2018年
働き方改革関連法成立
情報通信技術を利用した事業場外勤務の適切な導入及び実施のための
ガイドライン策定

2020年 改正高年齢者雇用安定法成立（2021年4月施行）

2021年 「情報通信技術を利用した事業場外勤務の適切な導入及び実施のための
ガイドライン」改定（＝テレワークガイドライン）

2022年 職場における学び・学び直しガイドライン策定

2024年 育児・介護休業法改正（3歳未満を養育する労働者のテレワーク選択措置
を講ずることの努力義務等）/次世代育成支援対策推進法改正
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飲
み
会
に　

部
下
を
誘
っ
て　

10
連
敗

	

あ
の
頃
は
若
か
っ
た
（
第
31
回　

２
０
１
７
年
）

「
飲
み
行
く
か
？
」　

ゆ
と
り
世
代
は　

「
す
み
ま
せ
ん
」

	

た
た
た
ー
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

嫌
だ
っ
た　

社
の
飲
み
会
が　

待
ち
遠
し

	

ル
ー
ク
（
第
35
回　

２
０
２
１
年
）

テ
レ
ワ
ー
ク　

雑
談
求
め
て　

出
勤
し

	

チ
ー
ム
ビ
ル
ド
（
２
０
２
２
年
）

コ
ロ
ナ
禍
が　

過
ぎ
て
も
飲
み
に　

誘
わ
れ
ず

	

常
夜
灯
（
２
０
２
２
年
）

２
０
０
７
年
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」
が

策
定
さ
れ
、
若
者
を
中
心
に
仕
事
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し

ま
し
た
。
部
下
を
飲
み
会
に
誘
っ
て
も
断
ら
れ
て
し
ま
う
と

嘆
い
て
い
る
句
が
多
く
あ
る
よ
う
に
、
内
閣
府
が
実
施
し
た

２
０
１
７
年
度
の
調
査
で
は
、
働
く
若
者
の
う
ち
６
３
・７
％
が

仕
事
よ
り
も
家
庭
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
優
先
し
た
い
と
答
え
て

い
ま
す
。
そ
の
割
合
は
６
年
前
（
２
０
１
１
年
度
）
の
調
査
と

比
較
し
て
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
増
加
し
て
い
ま
す
（「
平
成
30
年

版
子
ど
も
・
若
者
白
書
」）。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
「
上
司
へ
の
報
告
・
連
絡
・

相
談
の
機
会
」
は
「
増
え
る
」
と
「
減
る
」
の
割
合
が
同
程
度

で
あ
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
や
困
り
ご

と
の
相
談
」
等
に
つ
い
て
は
、「
減
る
」
が
「
増
え
る
」
を
上
回

る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
仕
事
に
直
接
関
連
し
な
い
気
軽

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
以
前
よ
り
も
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
直
近
の
句
で
は
「
雑
談
を
求
め
て
出
勤
」
す

る
人
、「
嫌
だ
っ
た
会
社
の
飲
み
会
を
待
ち
遠
し
」
く
思
う
人
等

も
出
て
き
て
お
り
、
在
宅
／
出
勤
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
自
分
自

身
な
り
の
「
よ
り
良
い
働
き
方
」
を
見
つ
け
る
こ
と
の
難
し
さ

が
わ
か
り
ま
す
。

① 
変
わ
る
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

29
26

21 20
17

28

35
39 40

47

0

10

20

30

40

50

上司への報告・
連絡・相談の機会

ちょっとした
問題や困りご
との相談

同僚とお互いの仕
事の進捗を気にか
け、助け合う機会

雑談や思いつ
きレベルのア
イディア共有

感謝の言葉をか
けたり、かけら
れたりする機会

増える 減る(％)

（出典）�厚生労働省「令和３年版　労働経済の分析－新型コロナウイルス感染症が
雇用・労働に及ぼした影響－」より作成

テレワークでの業務におけるコミュニケーションの変化
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新
卒
の　

出
来
る
や
つ
ほ
ど　

早
く
や
め

	

ふ
る
株
（
第
29
回　

２
０
１
５
年
）

社
内
に
て　

Ｆ
Ａ
宣
言　

取
る
課
な
し

	

パ
ッ
ク
ン
（
第
30
回　

２
０
１
６
年
）

来
年
は　

定
年
と
言
わ
れ
て　

は
や
五
年

	

団
塊
の
つ
ぎ
（
第
33
回　

２
０
１
９
年
）

新
人
は　

育
つ
と
す
ぐ
に　

巣
立
ち
行
く

	

居
残
り
（
第
33
回　

２
０
１
９
年
）

副
業
可　

既
に
や
っ
て
る　

油
売
り

	
お
っ
と
っ
と
（
第
34
回　

２
０
２
０
年
）

若
い
世
代
を
中
心
に
「
生
涯
同
じ
企
業
に
勤
務
し
続
け
る
」

と
い
う
職
業
観
か
ら
脱
却
し
、
自
由
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
希

望
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
転
職
希
望
者
の
割
合

（
２
０
１
９
年
調
査
）
を
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
年
齢
が
若
い

ほ
ど
高
く
、
34
歳
以
下
で
は
半
分
以
上
を
占
め
ま
す
。
サ
ラ
川

で
も
「
出
来
る
や
つ
ほ
ど
早
く
や
め
」
と
詠
ま
れ
て
お
り
、キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
が
目
的
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
転
職
で
あ
る
こ
と
も
う

か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
句
で
は
「
社
内
Ｆ
Ａ
」「
副
業
」
と
い
っ
た
言

葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
内
Ｆ
Ａ
と
は
、
プ
ロ

野
球
の
Ｆ
Ａ
（
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
の
よ
う
に
、
一
定
の

条
件
を
ク
リ
ア
し
た
従
業
員
が
自
分
の
能
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
上
で
、

希
望
部
署
に
働
き
か
け
た
り
、
自
分
を
必
要
と
す
る
部
署
か
ら

の
ス
カ
ウ
ト
を
待
つ
と
い
っ
た
制
度
で
す
。

目
下
、
従
業
員
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
が
多
様
化
し
、
人
事

部
主
導
に
よ
る
適
材
適
所
の
人
材
配
置
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、社
内
Ｆ
Ａ
の
よ
う
に
従
業
員
本
人
の
キ
ャ

リ
ア
志
向
を
重
視
す
る
施
策
や
、
副
業
の
よ
う
に
社
外
の
仕
事

も
許
可
す
る
制
度
を
導
入
し
、
個
人
の
や
る
気
を
引
き
出
す
と

と
も
に
社
内
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。

② 
多
様
な
働
き
方

55.5
51.8

44.7

38.3

29.2

13.8

0

10

20

30

40

50

60

15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65歳以上

(％)

（出典）�厚生労働省「令和 4年版　労働経済の分析－労働者の主体的なキャリア形成への支援
を通じた労働移動の促進に向けた課題－」より作成

転職希望者の割合（年齢階級別）
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血
と
汗
と　

涙
の
結
晶　

胃
か
い
よ
う

	

勤
続
８
ヵ
月
（
第
８
回　

１
９
９
４
年
）

管
理
職　

健
康
維
持
は　

部
下
次
第

	

―
哀
愁
亭
管
理
職
―
（
第
21
回　

２
０
０
７
年
）

退
職
し　

晴
れ
て
血
圧　

正
常
値

	

新
宿
闇
太
郎
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

出
勤
が　

運
動
だ
っ
た
と　

気
付
く
腹

	

か
ら
あ
げ
大
好
き
（
第
34
回　

２
０
２
０
年
）

テ
レ
ワ
ー
ク　

十
歩
足
ら
ず
の　

万
歩
計

	

Ｋ
Ｙ
Ｕ
（
２
０
２
２
年
）

昨
今
、
各
企
業
は
「
健
康
経
営
®
※
」
を
掲
げ
、
従
業
員
へ

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
健
康
増
進
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
調
査
で
は
、「
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
強

い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
事
柄
が
あ
る
」
と
い
う
質
問
に
約
８
割

の
人
が「
あ
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。要
因
と
し
て
は「
仕
事
の
量
」

「
仕
事
の
失
敗
、責
任
の
発
生
等
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
従
業
員
個
人
の
裁
量
の
み
で
解
決
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
企
業
は
従
業
員
の
労
働
時
間
の
短
縮
や
仕
事
量
の
調
整
を

行
う
と
と
も
に
、
企
業
と
従
業
員
が
お
互
い
に
「
失
敗
は
学
習

機
会
で
も
あ
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
問
題
解
決
し
て

い
け
る
よ
う
な
環
境
・
風
土
作
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
一
気
に
普
及
し
、

出
社
の
負
担
・
時
間
を
削
減
で
き
る
こ
と
等
か
ら
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
、意
識
し
な
い
と
「
十

歩
足
ら
ず
の
万
歩
計
」
に
な
る
日
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

意
識
的
に
運
動
す
る
機
会
・
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
私
た
ち
自

身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
も
と
て
も
大
切
で
す
。

※�

健
康
経
営
と
は
、
従
業
員
に
対
し
て
戦
略
的
に
健
康
投
資
を

行
う
こ
と
で
医
療
費
削
減
や
生
産
性
向
上
を
目
指
す
こ
と
。

ま
た
、
健
康
経
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登

録
商
標
で
す
。

③ 
健
康

36.3

26.2

16.2

35.9

21.9

3.6

11.8

23.1

12.5

0 10 20 30 40

仕事の量

仕事の質

対人関係

役割・地位の変化等

仕事の失敗、責任の発生等

顧客、取引先等からのクレーム

事故や災害の体験

雇用の安定性

会社の将来性

その他

27.1

（％）

（出典）厚生労働省「令和 4年度労働安全衛生調査」より作成

仕事や職業生活に関する強いストレスの有無及び内容別労働者割合 
（3 つ以内複数選択）
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皆
帰
る　

上
司
帰
っ
た　

五
分
後
に

	

５
時
か
ら
男
（
第
４
回　

１
９
９
０
年
）

夢
に
ま
で　

出
て
来
て
叱
る　

我
が
上
司

	

夢
追
人
（
第
８
回　

１
９
９
４
年
）

上
司
ル
ス　

明
る
い
職
場
で　

絶
好
調

	

ど
ち
ら
様
（
第
18
回　

２
０
０
４
年
）

あ
り
の
ま
ま　

上
司
に
意
見
し　

今
の
ま
ま

	

万
年
ヒ
ラ
社
員
（
第
28
回　

２
０
１
４
年
）

朝
礼
の　

声
で
上
司
の　

機
嫌
見
る

	

25
の
絆
（
第
31
回　

２
０
１
７
年
）

④ 
職
場
の
人
間
関
係

い
つ
の
時
代
も
職
場
の
人
間
関
係
の
悩
み
は
多
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
サ
ラ
川
の
句
を
見
る
と
、「
夢
に
ま
で　

出
て
来
て

叱
る
」「
朝
礼
の　

声
で
上
司
の　

機
嫌
見
る
」
等
、
上
司
に
つ

い
て
詠
む
句
が
昔
か
ら
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

職
場
の
人
間
関
係
は
、「
働
き
や
す
さ
」
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
人
間
関
係
が
良
好
に

な
っ
た
場
合
は
た
と
え
労
働
時
間
が
増
え
た
と
し
て
も
、
人
間

関
係
が
悪
化
し
て
労
働
時
間
が
減
っ
た
場
合
に
比
べ
て
「
働
き

や
す
く
な
っ
た
」
と
感
じ
る
割
合
が
13
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
職
場
の
人
間
関
係
が
働

き
や
す
さ
に
与
え
る
影
響
は
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。従

業
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
従
業
員
が
上

司
や
同
僚
に
気
軽
に
悩
み
を
相
談
で
き
た
り
、
役
職
関
係
な
く

フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
を
言
え
る
等
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
職
場
環
境
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

39
33

20

68

17

25

48

0

10

20

30

40

50

労働時間が
減った

労働時間が
増えた

労働時間が
減った

労働時間が
増えた

働きやすくなった
働きにくくなった

人間関係が良好になった 人間関係が悪化した

（％）

+13ポイント

（注）対象は月平均労働時間が 120時間以上 260時間未満の労働者。
（出典）厚生労働省「令和元年版 労働経済の分析」より作成

仕事上の「人間関係と労働時間の変化」と「働きやすさの関係」について
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我
が
人
生　

会
社
と
妻
の　

気
分
始
第

	

前
向
け　

前
（
第
12
回　

１
９
９
８
年
）

辞
め
て
や
る　

そ
う
い
い
な
が
ら　

辞
め
ら
れ
ず

	

死
ん
で
も
こ
の
会
社
（
第
16
回　

２
０
０
２
年
）

会
社
と
は　

家
庭
の
疲
れ
を　

癒
す
場
所

	

家
庭
第
一
（
第
16
回　

２
０
０
２
年
）

三
十
年　

耐
え
た
会
社
と　

夫
婦
仲

	

悩
め
る
管
理
職
（
第
30
回　

２
０
１
６
年
）

気
が
か
り
は　

仕
事
が
趣
味
の　

定
年
後

	
大
ち
ゃ
ん
（
第
30
回　

２
０
１
６
年
）

サ
ラ
川
の
第
１
回
目
の
募
集
が
始
ま
っ
た
１
９
８
７
年
当
時

は
多
く
の
日
本
企
業
が
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇
用
を
採
用
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般
的
に
、
職
務
を
限
定
せ
ず
に
新
卒
一

括
採
用
を
行
い
、
従
業
員
の
勤
務
地
や
職
務
内
容
の
配
置
転
換

は
会
社
が
決
め
る
代
わ
り
に
長
期
雇
用
、
年
功
序
列
型
の
給
与

を
保
障
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
終
身
雇
用
の
モ
デ
ル
は

高
度
経
済
成
長
に
も
支
え
ら
れ
、
企
業
と
し
て
は
安
定
し
た
労

働
力
の
確
保
に
繋
が
り
、
多
く
の
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に

も
貢
献
し
ま
し
た
。
作
品
か
ら
は
、
会
社
に
振
り
回
さ
れ
つ
つ

も
長
年
貢
献
し
て
き
た
会
社
に
対
し
て
家
族
と
同
様
、
も
し
く

は
そ
れ
以
上
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

現
在
は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
が
大
き
く
進
み
、
女
性
、

シ
ニ
ア
な
ど
、
多
様
な
人
材
が
職
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
長

期
化
す
る
職
業
人
生
を
見
据
え
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
い
っ
た

会
社
以
外
と
の
「
関
係
性
（
つ
な
が
り
）」
を
大
事
に
す
る
人
も

増
え
ま
し
た
。
今
後
は
広
い
視
野
で
「
幸
せ
な
職
業
人
生
と
は

何
か
」
を
自
分
自
身
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤ 
働
く
幸
せ

（出典）厚生労働省「令和５年 労働政策審議会労働政策基本部会 報告書」より作成

労働力の属性変化

3,000
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0
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男性 25-54
シニア（55以上）
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さ
い
ご
に

働
き
方
改
革
が
進
む
中
で
職
場
で
働
く
人
々
の
環
境
や
意
識
は
徐
々
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。
例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
は
感
染
症
拡
大
以
前
に
も
導
入
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
実
際
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
た
人
は
１
割
前
後
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
一
気
に

環
境
整
備
が
進
み
、
今
で
は
首
都
圏
に
住
む
人
の
４
割
近
く
が
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
（
令
和
５

年
度
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
実
態
調
査
）。
ま
た
足
元
で
は
、
Ａ
Ｉ
等
が
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

職
場
で
大
き
な
環
境
変
化
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
で
は
多
く
の
人
が
仕
事
と
家
庭
、
出
社
と
在
宅
の
バ
ラ
ン
ス
、
転
職
や
起
業
、
副
業
等
に
つ
い
て
、

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
自
分
で
選
択
し
た
」
と
い
う
自
己
決
定

が
幸
福
感
に
強
く
影
響
す
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
流
の
働
き
方
を
模
索

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
キ
ャ
リ
ア
、
働
き
方
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
に
働
き
続
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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